
第 60 回 CSW について 

 

国連女性の地位委員会日本代表・十文字中学高等学校長 

橋本ヒロ子 

 

１．第 60回 CSWの日程及び内容 2016年 3月 14-24日           資料１ 

 日本(国連代表部)はビューローメンバーとしていくつかのセッションの副議長を担当 

1-1．優先テーマ 女性のエンパワーメントと持続可能な開発の関連性    資料 2 

 (1) 一般討論 各国 statement 

 

(2) 閣僚級セグメント ラウンドテーブル (14日 15-18時) 

① ジェンダー平等（GE）と女性のエンパワーメント（WE）のための国組織・

制度の強化 

② GEとWEのための規範的，法的かつ政策的な枠組みの強化 

又は 

③ 2030アジェンダにおける GEとWEのための資金 

④ ジェンダーに対応したデータデザイン，収集及び分析の発展 

  

(3)  閣僚級セグメント 市民社会との閣僚級インタラクティブセッション（16日 10-12

時） 持続可能な開発のための 2030アジェンダのジェンダーに対応した実施に向けた連携

構築 

 

(4)専門家パネル （16-17日） 

① 持続可能な開発のための2030アジェンダのジェンダーに対応した実施におけ

る主要戦略（16日 15-18時） 

② 持続可能な開発のための2030アジェンダのジェンダーに対応した実施におけ

る参加と連携（17日 10-13時） 

 

 (5)合意結論の審議 (18日から 24日まで) 政府代表団のみの closed が多い。 

  

 指標は 3月 8-11日に開催される国連統計委員会で検討 日本は 24メンバー国の一員。

しかし、SDGｓの indicatorsを検討する Inter-Agency and Expert Group    on 

Sustainable Development Goal Indicators のメンバーではない。(中央、東、南、東南アジ

アからは中国、インド、フィリピン、キルギスタン) 

 

1-2 レビューテーマ 女性・女児に対する暴力の撤廃・防止。 

 (1)  Voluntary presentation （15日 いくつかの国、アジアからは日本と中国等 1

国 政治家、政府、NGOの混成チームで 15分の発表のあと QAセッション） 

 (2)  専門家パネル データギャップと方法の問題(17日 15-18時) 

1－3 通報作業部会報告書の検討に関する会合 

1－4 決議案の検討 CSWの多年度(2017，18，19)作業プログラムに関する決議も含む。 


